
令和８年度こども家庭庁母子保健指導者養成研修 

研修２ こども家庭センターに関する研修 

実施要領 

 
１．研修の目的 

児童福祉法等の一部を改正する法律（令和 4 年法律第 66 号）により、令和６年４月から

市町村は、こども家庭センター（以下「センター」という。）の設置に努めることとされて

おり、より一層、児童福祉をはじめとした関係機関等と連携をとりながら、妊産婦やこども

を支援していくことが求められています。妊産婦やこどもを取り巻く環境や生活は複雑化

しており、支援を必要とする方の状態や抱えている課題も複雑化しているところです。母子

保健が従来から大事にしてきたポピュレーションアプローチを充実させることで、支援を

必要とする方を早期に把握し、児童福祉等と連携しながら支援することが児童虐待予防に

もつながると考えられます。 

本研修では、母子保健と児童福祉のそれぞれの機能や役割について理解を深めるととも

に、センターにおいて期待される母子保健と児童福祉の連携の在り方や、サポートプラン、

リスクアセスメントシートの活用に取り組む市区町村の事例から、各区町村の実情に応じ

活用できる創意工夫等を学び、センターにおいて適切な支援を提供するために必要な知識

等を身につけることを目的としております。 

 

２．主催者 

こども家庭庁（実施団体：株式会社野村総合研究所） 

 

３．対象者 

都道府県・市町村の母子保健担当者及び児童福祉担当者 

※対象外の場合は、お申込みいただいてもお受けできませんので、ご了承ください。 

 

４．実施形態 

オンライン（オンデマンド配信）形式 

※事前にお申込みいただいた方に対して、動画専用サイトの閲覧パスワードを配布しま

す。 

 

５．申込期間及び配信期間 

・申込期間      ：令和８年９月 18 日（金）～令和８年 10 月 7 日（水） 

・オンデマンド配信期間：令和８年 10 月 28 日（水）～令和８年 12 月 29 日（火） 

 

 

 

 

 



 

６．研修プログラム 
 研修プログラム（※仮題） 講師 

①  
行政説明 

母子保健行政の動向（研修 1～５共通） 
こども家庭庁 成育局 母子保健課 

②  
講義１ 
こども家庭センターにおける母子保健と 
児童福祉の連携 

秀明大学 看護学部  
小稲 文 氏 

② 
講義２ 
リスクアセスメントシートの活用について 

国立成育医療研究センター  
社会医学研究部 行動科学研究室  
帯包 エリカ 氏 

③ 

講義３ 
メンタルヘルス不調・特性のある妊産婦への 
具体的支援～どんな病気かではなく何に困っ
ているのかに注目しよう～ 

医療法人学而会 木村病院 
渡邉 博幸 氏 

④ 
事例紹介１（市町村） 
こども家庭センターの活動実践 
―袖ケ浦市こども家庭センターの実践から― 

千葉県袖ケ浦市 こども家庭センター 
阿部 勝広 氏 

⑤ 
事例紹介２（市町村） 
こども家庭センターの実践報告 

東京都江東区 深川保健相談所 
山本 訓子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


